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介護福祉士養成課程の学生における、介護実習に関する意識調査
Ⅰ．問題と目的
　本学、専攻科福祉専攻（以下「専攻科」と略す）は、
「社会福祉士及び介護福祉士法」、第39条の三の規定
により、厚生労働省で定められている保育士資格を養
成施設等で取得した者が、その後１年課程で介護福祉
士国家資格を取得できるといった法の下におかれた介
護福祉士養成施設である。
　従って、本学専攻科への進学は、養成施設等で保育
士資格を取得したものであれば年齢は問わず、学外、
社会人枠も該当するが、現実には、ほとんどの専攻科
学生は本学幼児教育科からの進学者である。
　本学は幼児教育科単科の短期大学であり、短大入学
後、学生自身の選択により、幼児教育コース、福祉
コースに分かれてのカリキュラム構成となっており、
卒業時には、幼稚園教諭二種免許、保育士資格等が共
通の資格取得となり、それぞれのコースによってカリ
キュラム編成や実習形態、必修科目は違っている。
　近年、本学専攻科に入学するコース別の学生数の構
成は、幼児教育コースの学生が増え、福祉コースの学
生が減少している状況にある。
　本学幼児教育科では、幼児教育コース、福祉コース
の両コースとも、本学の特色である“こどもから高齢
者まで”といった人と人との関わりの共通性を学生が
理解できるよう、カリキュラムの中にも社会福祉・介
護福祉関連科目も盛り込んだカリキュラム編成をして
いる。中でも、福祉コースは、高齢者介護、福祉に関
する講義・演習を取り入れそのまとめとして、２週間
の老人介護施設等での実習を通して、より福祉の色が
濃くなっていくことが特徴に挙げられる。
　専攻科の学生は、１年課程の新カリキュラム（2007. 
12法改正）において、介護実習について取り上げれば、
旧課程では360時間の実習時間が、新カリキュラムで
は210時間に短縮された。この結果、本学で示した実
習計画では、入学後約２ヶ月後には、老人介護施設、
身体障害者施設での介護実習を行うこととなり、その
際、新たに「介護過程」の展開が実習内容に盛り込ま
れる。
　その介護実習は、幼児教育コース出身の学生にとっ
ては初めての介護施設での実習となり、また福祉コー
ス出身の学生にとっても、幼児教育科在籍中に経験し
た実習は、２週間とはいえ、いわば観察実習に近い実
習であるため、専攻科での実習は初めての実践的な介
護実習となる。従って、専攻科に入学し実習に臨むに
当たっては、２ヶ月間とはいえ、必要最低限の老人、
障害者、医学、制度、技術等を学習する大変凝縮され
たカリキュラム内容になっている。
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荒　木　隆　俊　 専攻科福祉専攻
〔　要　　約　〕
　本研究は、介護福祉士養成課程で学ぶ、保育士資格を有する33名の学生の介護実習に関する意識につ
いて検討した。介護実習前後の質問紙調査により得られた結果は次のようなものであった。
１．介護実習に対する実習前の不安度評定値は、短期大学在籍中の所属コース、介護体験の有無、希望
進路の種類に関わらず高く、不安を感じる理由として、介護技術について言及したものが多い。
２．介護福祉士養成課程における学習で実習の際役立つこと、実習前に学びたいこととして、実習前後
とも主に介護技術が挙げられたが、実習中に学べたことは、介護技術への言及の集中は見られず、利
用者個々人に合わせた介護を提供することの大切さ、介護福祉士の役割など、多岐に亘っている。
３．保育士資格取得に必要な保育実習での乳幼児保育経験は、介護実習においても有用度評定値は実習
前後とも高く、その理由として、高齢者及び乳幼児とのコミュニケーションのとり方、高齢者の介助
方法と乳幼児の保育方法、介護と保育の考え方等に共通点があるとしている。
（2010年10月１日受理）
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　しかし、２ヶ月間の密度の濃いカリキュラム内容を
学習した上での実習とはいえ、入学してから約２ヶ月
後という間もない時期に実習を行うことについて学生
が不安を抱くことは当然理解できる。
　そのような実習を実施する際、事前学習となる専攻
科でのどのような学習内容が学生にとって有用と考え
られ、また実際の実習場面で活かされているのかを把
握し、今後の介護福祉士養成の教育内容を検討してい
くことは大変重要なことである。
　また、上記のように、専攻科の学生は、全員が保育
士資格を有し、資格取得に必要な理論、実践両面での
学習経験、実習における乳幼児保育経験を有しており、
介護福祉教育と保育教育との関連性については、利用
者の日常生活を快適なものにするための環境づくりと
いう観点、コミュニケーション場面で利用者と同じ目
線で話が出来ることの重要性の認識等といった面を指
摘されている１）ことから、更に、乳幼児の身体的、精
神的、社会的な発達や発育の支援を行う技術や知識を
もっていること等の保育士資格取得者の特徴は、厚生
労働省の介護従事者の育成方針に精通するものである
との指摘２），３）からも、保育士資格を有しているという
学生の特性は、介護福祉士養成課程における学びにお
いて意味のあるものだと考えられる。
　そこで、専攻科の学生にとって、介護実習に向けた
不安はどのようなものか、学生自身はどのような学び、
経験を必要としているのか、保育士資格を有する学生
が介護実習をする際に、保育経験が学生の意識にどの
ような影響を与えるのか、ということについて、松田・
荒木らの先行研究３）－６）で行った旧カリキュラムにお
いての学生の意識も踏まえながら、新カリキュラムで
行う介護実習前後でのアンケート調査を行い、分析・
検討する。
Ⅱ．方法
茨　調査対象者
　本学専攻科33名（男子９名、女子24名）。うち、幼児
教育コース出身20名、福祉コース出身13名で、本学幼
児教育科卒業学生32名、他の保育士養成校卒業学生１
名の、保育士資格を有する学生構成となっている。
芋　実施期間・調査方法
　平成22年４月に本学専攻科入学後、約２ヶ月の福
祉・介護等の学習を行い、初めての介護実習（２週間）
である５月末の実習前と、その実習後７月に記名式の
アンケート調査を施行した。所要時間は約15分、回収
率は100％であった。
鰯　分析方法
　SPSS、Excel統計ソフトを用い集計、分析を行った。
允　倫理的配慮
　本研究の目的と方法の説明と共に、研究への協力は
自由意志によるものであること、この調査は、記名式
だがあくまでも前後の統計的比較をするためであり、
研究目的以外には使用しないこと、本学紀要に記載さ
れる可能性があることを説明し同意を得た。
印　アンケート調査内容
　事前調査、事後調査におけるアンケート調査内容は
次のとおりである。
・実習事前調査内容
１．専攻科に入学する前に在籍していた短大であなた
が所属していたコースは、次のうちどれですか？　
ひとつ選んで下さい。
　　1　福祉コース　　2 幼児教育コース 
２．短大のカリキュラム上の実習以外で、今まで老人
介護施設等で介護に関わった経験はありますか（例
えば、ボランティア活動、アルバイト、職場体験等
で）？
　　1　ない　　　　　2 ある
　◆「２　ある」を選んだ方にお聞きします。
　　・その経験はいつのことですか？
　　・その経験の期間はどれ位でしたか？
３．自分の家族の介護、介護の手伝い等をした経験は
ありますか？
　　1　ない　　　　　2 ある
　◆「２　ある」を選んだ方にお聞きします。
　　・その経験は、具体的にどのようなことをしたも
のですか？
４．今の時点で、あなたの希望する職業の分野は次の
うちどれですか？　ひとつ選んで下さい。
　　1　介護職　　　　2 保育職 
　　3　その他（ どのような分野ですか？   　　   ）
５．介護実習Ⅰ－①について、どのように感じていま
すか？
　とても不安　少し不安　どちらでもない　あまり不安ではない　全く不安ではない
 　１　　　２ 　　３　　　　 ４ 　　　　　５
　◆１，２の何れかを選んだ方にお聞きします。
　　不安に思うことはどのようなことですか？
　◆３，４，５の何れかを選んだ方にお聞きします。
その数字を選んだのはどうしてですか？その理由
を書いて下さい。
６．短大で経験した、乳幼児についての学習、乳幼児
対象の実習の経験は、今回の介護実習Ⅰ－①で役に
立つと思いますか？
　全然役立たない　あまり役立たない　どちらでもない　少しは役立つ　とても役立つ
　　 １　　　　２　　　　３　　　 ４　　　 ５
　◆１，２，３の何れかを選んだ方にお聞きします。
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その数字を選んだのはどうしてですか？その理由
を書いて下さい。
　◆４，５の何れかを選んだ方にお聞きします。
　　役立つと思うことはどのようなことですか？
７．介護実習Ⅰ－①を実施するにあたって、これまで
の専攻科での学習内容で、役立ちそうだと思うもの
はどのようなものですか？
８．介護実習Ⅰ－①を実施するにあたって、事前に
もっと学びたかったと思うことはどのようなことで
すか？
９．介護実習Ⅰ－①で、どのようなことを学んできた
いと思っていますか？
・実習事後調査内容
１．介護実習Ⅰ－①について、事前の予想と比較して
どのように感じましたか？
　予想より大変だった　予想より少し大変だった　どちらでもない　予想より少し楽だった　予想よりとても楽だった
　　 １　　　 ２　　　 ３　　　４　　　　５
　◆１，２の何れかを選んだ方にお聞きします。
　　大変だと思ったことはどのようなことですか？
　◆３，４，５の何れかを選んだ方にお聞きします。
その数字を選んだのはどうしてですか？その理由
を書いて下さい。
２．短大で経験した、乳幼児についての学習、乳幼児
対象の実習の経験は、今回の介護実習Ⅰ－①で役に
立ったと思いますか？
　全然役立たなかった　あまり役立たなかった　どちらでもない　少しは役立った　とても役立った
　　　１　　　　２　　　　３　　　４　　　 ５
　◆１，２，３の何れかを選んだ方にお聞きします。
その数字を選んだのはどうしてですか？その理由
を書いて下さい。
　◆４，５の何れかを選んだ方にお聞きします。
　　役立ったと思うことはどのようなことですか？
３．介護実習Ⅰ－①を実施して、これまでの専攻科で
の学習内容で、役立ったと思うものはどのようなも
のですか？
４．介護実習Ⅰ－①を実施する前にもっと学びたかっ
たと思うことはどのようなことですか？
５．介護実習Ⅰ－①で、どのようなことを学べたと
思っていますか？
　なお、事前調査における質問５を不安度評定質問、
事後調査における質問１を比較感想質問、事前調査に
おける質問６、事後調査における質問２を有用度評定
質問、事前調査における質問７、事後調査における質
問３を有用学習内容質問、事前調査における質問８、
事後調査における質問４を希望学習内容質問、事前調
査における質問９、事後調査における質問５を実習中
学習内容質問とする。
咽　仮説
　本学専攻科への入学前に福祉コースに所属していた
学生は、２週間の高齢者施設等での実習を既に経験し
ているため、幼児教育コースに所属していた学生より
は、実習前に抱く不安は少ないのではないかと考えら
れる。また、前述のように、保育士資格取得の為の保
育実習における乳幼児保育経験は介護現場でも有用で
あることが期待される。従って、本研究における仮説
は次のようなものとなる。
・仮説１　入学前に幼児教育コースに所属していた学
生の方が、福祉コースに所属していた学生
よりも高い不安度評定値を示すだろう。
・仮説２　事前有用度評定値より、事後有用度評定値
の方が高くなるだろう。
Ⅲ．結果と考察
　本研究において得られた結果を、以下に示す。
茨　事前調査
・不安度評定質問
　事前調査における、実習に対する不安度評定別の人
数分布をFIGURE１に示す。
　Kolmogorov-Smirnov 検定（ c( N=32)=3.712, p<.01）
の結果、不安度評定質問における分布が一様分布であ
るという帰無仮説は棄却され、実習を「とても不安」
とした学生が21名と最も多く、次いで「少し不安」と
した学生が８名となっており、実習に対して不安を感
じる学生がほとんどであることが示された。
　不安を感じた学生が、不安を感じる理由、感じない
理由として自由記述した内容は、TABLE１のとおり
である。
　TABLE１において、「介護技術」「利用者とのコミュ
ニケーション」「アセスメント」について記述した学
生が多い。主にこれらのことが原因となり、実習に対
して不安を感じていたことが示唆される。
　このことについては、筆者らも同様の不安を感じて
FIGURE１　事前調査における、実習に対する不安度評定別
 人数分布
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いる。特に、「介護技術」については、講義等や介護
総合演習等でも折に触れ、実習で学ぶべき視点につい
て様々な角度から、介護技術の習得ばかりに偏ること
なく、一つひとつの経験を通して、物の見方、考え方、
気付きといったものの重要性も意識して取り上げてい
る。
・有用度質問
　事前調査における有用度評定別の人数分布を、
FIGURE２に示す。
　Kolmogorov-Smirnov 検定（ c( N=33）=3.438, p<.01） 
の結果、有用度評定質問における分布が一様分布であ
るという帰無仮説は棄却され、乳幼児保育経験を「少
しは役立つ」とした対象者が22名と最も多く、次いで
「とても役立つ」とした対象者が６名となっており、
実習に対して乳幼児の保育経験が有用であると感じる
学生がほとんどであることが示された。
　また、事前調査における有用度評定の理由として自
由記述された内容は、TABLE２のとおりである。
　TABLE２において、「コミュニケーションのとり方
の共通性」「老人介護と乳幼児保育の方法の共通性」
「実習態度の共通性」を挙げたものが多い。
　「コミュニケーションのとり方の共通性」について
は、声掛け、笑顔、目線、手遊びや歌の活用などを考
慮しながら人間関係を築いていくことの大切さの共通
性が、「老人介護と乳幼児保育の方法の共通性」につい
ては、食事、着替え、排泄の援助の仕方の共通性が、
「実習態度の共通性」については、礼儀、挨拶、感謝
の気持ち、行動の自主性を持つことの大切さの共通性
が記述されていた。
　対象者の年齢が異なっていても、老人と乳幼児に接
する際の共通性、介護実習と保育実習の共通性につい
て思いを馳せることが、乳幼児保育経験の有用性の認
識に繋がっていることが伺える一方、有用さを感じな
い理由としては、老人介護と乳幼児保育の違いの大き
さが挙げられた。観察の視点、言葉遣いの違いが相違
点として自由記述されている。
・対象者の属性と不安度評定値、有用度評定値との関
係
　実習前の不安度評定質問において５段階で求めた回
答を、「とても不安」を５点、「少しは不安」を４点、
「どちらでもない」を３点、「あまり不安ではない」
を２点、「全く不安ではない」を１点とし、専攻科入
学前の所属コース別、実習・家族以外の介護経験有無
別、家族の介護経験有無別、希望進路別の評定平均値
をTABLE３、４、５、６に示す。
TABLE１　事前調査における、不安度評定理由の自由
記述内容と人数 　　　　　　　
人数自由記述内容
不安を感じる理由
17　　介護技術
10　　利用者とのコミュニケーション
8　　アセスメント
5　　職員とのコミュニケーション
2　　全て
2　　遅刻
2　　自分の体調管理
1　　現場についての知識不足
不安を感じない理由　
2　　様々なことを学べる可能性楽しさ
1　　楽しみ
FIGURE２　事前調査における、有用度評定値別人数分布
TABLE２　乳幼児保育経験の有用度評定理由の自由記述
内容と人数 　　　　　　　　　　
人数
自由記述内容
事後調査事前調査
有用さを感じる点
1115　コミュニケーションのとり方の共通性
79　老人介護と乳幼児保育の方法の共通性
77　実習態度の共通性
22　老人介護と乳幼児保育の考え方の共通性
有用さを感じない理由
44　老人介護と乳幼児保育の違い
TABLE３　事前調査質問項目における、所属コース別評定値
幼児教育コース
( N=20)
福祉コース
( N=13)
t 値SDMEANSDMEAN質問項目
-.64.844.58( N=19).874.38不安度評定質問
2.23.883.65.754.31有用度評定質問
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　TABLE３、４、５より、専攻科入学前の所属コース
別、実習・家族以外の介護経験有無別、家族の介護経
験有無別の不安度評定平均値について t 検定を実施し
たところ、有意差は認められず（ t(30)=.635,n.s., 
t(30)=1.17,n.s., t(29)=0.41,n.s.）、仮説１は支持され
なかった。
　また、TABLE６より、希望進路別の不安度評定につ
いて一元配置分散分析を実施したところ有意差は認め
られず、（ F(2)=.36,n.s.）、専攻科入学前の所属コース、
実習・家族以外の介護経験、家族の介護経験、希望進
路にかかわらず、不安度が高いということが示された。
専攻科入学前に福祉コースに所属していた学生は、当
該コースにおいて実習を実施しているものの、専攻科
で初めて行う介護実習に対する不安度は幼児教育コー
スに所属していた学生と同様のものであるということ
が示された。
芋事後調査
・比較感想質問
　事後調査における比較感想評定別の人数分布を、
FIGURE３に示す。
　Kolmogorov-Smirnov 検定（ c( N =33)=1.828,p<.01)
の結果、有用度評定質問における分布が一様分布であ
るという帰無仮説は棄却され、実習前予想と比較して
「大変でも楽でもない」、つまり予想通りと感じた学
生が13名と最も多く、次いで「予想より少し大変」と
した学生が10名となっており、予想通り、大変だと感
じる学生が多いことが示された。
　また、大変であると評定した学生が、その理由とし
て自由記述した内容は、TABLE７のとおりである。
　TABLE７より、大変さの理由として利用者とのコ
ミュニケーション、介護技術が挙げられてはいるが、
TABLE１と比較して人数が減少していることが示さ
れている。
　このことは、筆者らが講義等で示している実習への
期待、あるいは、実習で学ぶべき視点といったものが、
学生に支持されている結果であるとも解釈できる。
・有用度評定質問
　有用度評定質問における評定値別人数分布を、
FIGURE４に示す。
TABLE７　事後調査における、大変さを感じた理由の自由
記述内容と人数 　　　　　　　　　
人数自由記述内容
4介護技術
5利用者とのコミュニケーション
2職員とのコミュニケーション
2施設のスケジュールへの適応
1アセスメント
1介護現場と講義内容との違い
1通勤
1日誌
TABLE５　事前調査質問項目における、家族介護経験
有無別評定値　 　　　　　　　
家族介護経験なし
 ( N=8)
家族介護経験あり
 ( N=23)
t 値SDMEANSDMEAN質問項目
.41.734.521.194.38不安度評定質問
.35.524.36.314.90有用度評定質問
TABLE６　事前調査質問項目における、希望進路別評定値
その他
( N=2)
保育職 
( N=11)
介護職 
( N=19)
F 値SDMEANSDMEANSDMEAN質問項目
.36.005.00.934.45.844.47不安度評定質問
3.112.122.50.703.91.784.05有用度評定質問
TABLE４　事前調査質問項目における、介護経験有無別
評定値　 　　　　　　　　　　　
介護経験なし
( N=10)
介護経験あり
 ( N=23)
t 値SDMEANSDMEAN質問項目
1.17.444.78( N=9).944.39不安度評定質問
-.04.743.90.953.91有用度評定質問
FIGURE３　事後調査における、実習前予想に対する比較
感想別人数分布　　　　　　　　
FIGURE４　事後調査における有用度評定値別人数分布
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　Kolmogorov-Smirnov 検定（ c( N =33)=2.916,p< 
.01）の結果、有用度評定質問における分布が一様分
布であるという帰無仮説は棄却され、乳幼児保育経験
を「少しは役立った」とした対象者が18名と最も多く、
次いで「とても役立った」とした対象者が７名となっ
ており、実習に対して乳幼児の保育経験が有用である
と感じた対象者が多いことが示された。
　また、実習前と実習後の有用度評定質問において５
段階で求めた回答を、「とても役立つ（役立った）」を
５点、「少しは役立つ（役だった）」を４点、「どちら
でもない」を３点、「余り役立たない（役立たなかっ
た）」を２点、「全然役立たない（役立たなかった）」
を１点として対応のあるt検定を実施したところ、有
意差は認められず（ t(32)=0.81,n.s.）、仮説２は支持さ
れなかった。
　事前・事後の有用度評定平均値をTABLE８に示す。
TABLE８の結果から、事前調査における有用度評定
値が3.91と中間値の３より高い値となっており、その
値の高さが、事前調査と事後調査の評定値の変化を生
じさせにくくした可能性が考えられる。つまり、事前
調査の時点で、対象者は乳幼児保育経験の有用度を十
分に認識しており、実習においてその認識が再確認さ
れたという状況が考えられる。このことから、事前調
査、事後調査双方において同様に、乳幼児保育経験が
役立つと捉えられていることが示されたといえよう。
　また、事後調査における有用度評定の理由として自
由記述された内容は、TABLE２のとおりである。
・有用学習内容質問、希望学習内容質問、実習中学習
内容質問
　事前調査、事後調査における、有用学習内容質問、
希望学習内容質問、実習中学習内容質問における自由
記述内容と人数をTABLE９に示す。
　TABLE９より、実習の際に役立つこと、実習前に学
びたいこととして、実習前後とも主に「介護技術」が
挙げられたが、実習中に学べたこととしては、介護技
術への言及の集中は見られず、「個々人に合わせた介
護を提供」をしていくことの大切さ、「現場の状況」「介
護福祉士の役割」「気配り」など、多岐に亘る内容が
挙げられている。
Ⅳ．討論
　本研究は、保育士資格を有する学生を対象として、
介護実習、また介護実習の事前学習についての実習前
後の意識について検討したものであり、本研究の調査
は、介護福祉士養成課程における最初の実習の前後に
TABLE８　事前調査と事後調査における有用度評定平均値
事後調査
( N=33)
事前調査 
( N=33)
t 値SDMEANSDMEAN質問項目
.811.053.79.883.91有用度評定質
TABLE９　事前調査、事後調査における、有用学習内容質
　　　　 問、希望学習内容質問、実習中学習内容質問
　　　　 における自由記述内容と人数
人　数自由記述内容 事後調査事前調査
実習の際学習内容で役立ちそうな
（役立った）こと
2828　　介護技術
66　　心身の機能、病気
72　　コミュニケーションのとり方
39　　アセスメント（介護過程）
26　　全部
01　　介護観
01　　介護の知識
01　　施設について（種類・機能など）
31　　介護を行う上での考え方
10　　職員間の連携
実習実施にあたり学びたかったこと
2020　　介護技術
35　　アセスメント
42　　コミュニケーションのとり方
41　　心身の機能、病気
01　　施設の現状
02　　老人の様子
01　　自分自身のメンタルケア
11　　介護の知識
10　　高齢者の好み
10　　全て
実習から学びたい（学べた）こと
824　　介護技術
01　　アセスメント
1412　　コミュニケーション
51　　現場の状況
12　　施設の役割
01　　職員との関わり
11　　自分の特性や不足点
01　　記録のとり方
21　　利用者の様子、気持ち
11　　心身の機能、病気
51　　個々に合わせた介護の提供　
32　　気配り
11　　色々なこと
4　　介護福祉士の役割 
4　　介護の楽しさ、やりがい
3　　介護の難しさ
1　　リハビリ、音楽療法について
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実施されたものである。従って、調査学生の当該実習
に対する不安度は高く、その程度は、専攻科入学前の
所属コース別、実習・家族以外の介護経験有無別、家
族の介護経験有無別、希望進路別の何れの比較におい
ても同様であり、「入学前に幼児教育コースに所属し
ていた学生の方が、福祉コースに所属していた学生よ
りも高い不安度評定値を示すだろう」とした、仮説１
は支持されず、学生全般に当てはまる傾向であった。
　このことより、介護についての多少の経験を有して
いても当該実習に対する不安を減少させることには繋
がらないということが示された。
　また、TABLE１より、不安を感じる理由として「介
護技術」を挙げる学生が多く、TABLE９において、事
前学習として学んだことの中で介護技術が有用であり、
事前学習として学びたいことは介護技術であるとした
学生が多いことから、介護技術についての学習の重要
性が示されたといえる。
　しかしながら、TABLE９において、学生が事後調査
で実習から学んだこととして挙げたものには、事前に
見られた「介護技術」への集中は見られず、「個々に
合わせた介護を提供」の大切さ、「介護福祉士の役割」
「介護の楽しさ、やりがい」「介護の難しさ」など、
介護についての視野の広がりが感じられる。
　このことについては、筆者らの教育目標、あるいは
育てたい学生像といった観点からすれば、実習でそう
いった事柄について学んでいると感じていることは意
義のあることであり、本学における介護福祉士養成の
観点からも大いに興味深い結果であった。
　多くの対象者にとって実施前には介護技術の習得が
心配であり、それゆえ対象者がその習得を目指して実
習に臨んでいる一方で、実習後にはそれ以外のことに
ついても学ぶことができたと言及していることから、
当該実習の経験が、介護技術への意識偏向から、介護
福祉士としての仕事の意味、大切さといったより包括
的な捉え方へと移行する働きを持つことが考えられる。
　このことから、事前学習においては、介護技術につ
いての学習を十分に行い、その自覚を実習前に持たせ、
実習に対する不安感を少しでも減少させることで、ま
た、実習経験には介護技術のみならず介護福祉士の仕
事について学び得ることが含まれていることを教示す
ることによって、実習経験による学びが幅広いものに
なることが期待されよう。
　しかし、前記したように、新カリキュラムが21年度
より改定され、生活支援技術はどの年数過程において
も300時間であるが、養成一年課程における介護実習
は、時間数が以前の360時間に比べ、210時間と、かな
りの時間数が減少されている。よって、なおのこと実
習前における、学内での介護技術の時間数も制限され、
ましてや介護対象者を充分に理解できないまま、健常
者の学生同士の介護技術の演習では、いざ現場に向か
うにあたって不安であることは当然ありえる問題であ
り、その部分を学生自身にどれだけ介護実習に真剣に
取り組ませ、意欲、技術を習得しながら、不安を軽減
していくかがこれからの大きな課題といえる。
　それを総合的に改善していく要の一つとして、各教
科との互換性・連携をよりスムーズにするために、段
階ごとに教員間や介護実習施設指導者間での話し合い
を持つなどの連携も、今後さらに必要になってくるで
あろう。
　また、本研究における調査学生が全て保育士資格を
有する者であることから、その特性が当該実習につい
てどのような影響を持ち得るのかという点についても
検討する。
　実習に対して不安を感じる理由として挙げられたも
のは、前述のとおり「介護技術」が多かったが、次に
多かったのは、「利用者とのコミュニケーション」で
あった。また、介護実習における利用者とのコミュニ
ケーションの重要性は、竹村ら７)によっても、介護施
設の利用者である高齢者と良好な関係を構築する経験
は、自分にとって大切であるため介護活動を行う状態、
興味があり面白いから介護活動を行う状態を高めるよ
うに働くことが明らかにされた。これは、高齢者との
関係が良好であることが、介護という仕事への自主性
を促すために重要であると指摘されており、このこと
は、他者とかかわる頻度及び重要度が高いという介護
の特徴が、そのような強い関係に現れたと考えられる。
　また、学生は、TABLE８において事前調査、事後調
査双方で高い有用度評定値を示し、その結果、事前調
査の「事前有用度評定値より事後調査の有用度評定値
の方が高くなるだろう」とした仮説２も支持されな
かった。
　FIGURE２、４において、実習前後とも乳幼児保育
経験が当該実習に有用だとされた上で、TABLE２に
おいて、その理由として乳幼児とのコミュニケーショ
ンのとり方と、介護対象者とのそれとの共通性が挙げ
られている。介護対象者と乳幼児には一見すれば相違
点が多い半面、自身の感情、意志、要求を明確に表現
できない場合があるという点での共通点もある。
　乳幼児の感情、意志、要求を感じ取るには、言葉に
よる伝達にのみ頼るのではなく、対象児の表情、個性、
援助時の環境等様々な要因を考慮し、対象児の視点に
立つ姿勢が求められる。そしてその姿勢は、前述の共
通点をもつ介護対象者の介護場面でも必要なものであ
ろう。
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　従って、保育士資格を有し、その取得にあたり乳幼
児保育経験を有している対象者は、介護対象者との良
好なコミュニケーションをとるという介護にとっての
重要事項について、実習前に自身の乳幼児保育経験が
有用であると感じ、更に実習経験を経た後にも同様に
有用であったと感じたことから、実習に臨む前の自信
に繋がると同時に、実際の介護場面でも有益な経験を
保持しているということになろう。
　さらに、TABLE２より、コミュニケーションのとり
方のみならず、食事や着替え、排泄などの介助や、介
護と保育の考え方の共通性など、介護対象者と乳幼児
との共通点を感知する視点を持つという点で、介護対
象者の特性を、介護対象者のみの枠組みの中で捉える
のではなく、人間の一連の発達過程の中における特性
としても捉えることができるという介護対象者観の広
がりにも繋がっていることが窺われることから、保育
士資格を有する学生が介護福祉士の資格を取得するこ
との意義が示唆されたといえよう。
　以上のことから、介護活動にとって重要となる介護
対象者とのコミュニケーション場面での乳幼児保育経
験の有用性についての認識、自覚を促すことにより、
介護実習に対する不安の減少、既有のコミュニケー
ション力の活用、応用を可能にすることが期待される。
　本研究では、保育士資格を有する学生の乳幼児保育
経験が介護実習において有意味であることが述べられ
たが、それは、保育士資格を有しない学生との比較に
おいてより明示されるといえる。本研究の調査対象者
は全員が保育士資格取得者であるため、保育士資格取
得にあたっての乳幼児保育経験有無別の比較を行うこ
とが出来なかった。
　先行研究結果の活用による保育士資格有無別の比較
などにより、保育士資格取得にあたっての乳幼児保育
経験を持つことが介護実習の学習において有意味であ
ることをより明確に示すことが、今後の課題である。
Ⅴ．まとめ
　介護福祉士養成課程で学ぶ、保育士資格を有する学
生の介護実習に関する意識について検討したところ、
介護実習に対する実習前の不安度評定値は、介護体験
の有無、希望進路の種類に関わらず高く、不安を感じ
る理由として介護技術について言及したものが多かっ
た。
　介護技術については、介護福祉士養成課程における
学習で実習の際役立つこと、実習前に学びたいことと
して、実習前調査においても実習後調査においても最
も多くの学生が挙げていた一方、実習中に学べたこと
としては介護技術への言及の集中は見られず、利用者
個々人に合わせた介護を提供することの大切さ、介護
福祉士の役割など、多岐に亘る内容が挙げられた。
　また、保育士資格取得に必要な保育実習での乳幼児
保育経験の介護実習における有用度評定値は実習前後
とも高く、その理由として、高齢者とのコミュニケー
ションのとり方と乳幼児とのコミュニケーションのと
り方、高齢者の介助方法と乳幼児の保育方法、介護と
保育の考え方に共通点があることが挙げられた。高齢
者との良好なコミュニケーションは介護において重要
な部分を占めることから、保育士資格を有する学生が
介護福祉士養成課程で学ぶことが有意味であることが
示唆された。
Ⅵ．おわりに
　今回の調査結果から、今後の養成校の役割として、
「技術」、「知識」はもちろんのこと、保育士資格を持っ
た介護福祉士として、自分自身にプライドを持ち、常
に自己研鑽し、視野の広い介護福祉士であることの誇
りをもつこと、要介護者中心のケアを提供していく介
護福祉士であり続けることを意識付けて養成していか
なければならないことを強く感じた。
　今回の調査では、実習に対する不安度等を重点的に
調査したが、さらに、今回の研究結果を基に、介護教
育課程のみで実習に望む学生との意識の違いなどの比
較などを課題にし、今後の介護福祉士養成教育の充実
に活かしていきたい。
　アンケートに協力していただいた学生に、深く感謝
する。
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SUMMARY
Mizuki MATSUDA,
Yuko OHTA,
Takatoshi ARAKI :
　　　The purpose of this study was to investigate the consciousness about the practical care training.
　　　The subjects of questionnaire were 33 students in the curriculum educating care workers. The results were 
summarized as folows:
(1) The rating score of the anxiety about the practical care training before it was high in spite of the course in their 
junior colege days, whether there was the experience of care management, and the kinds of occupation they 
wished. Most of the reasons of the anxiety were about the care technique.
(2)  The care technique was thought to be the contents useful for the practical care training in the curriculum 
educating care workers and that student wished before it. But a variety of contents such as the role of the care 
workers and the importance of the care management depending on individuals were thought to be what students 
could study.
(3)  The rating score that the experience of nursing infants necessary for the qualification of child-caretaker was 
useful for the practical care training was high before and after it. The reasons were thought to be the community 
between the ways of communication of the older people and of infants, the ways of caring the older people and of 
nursing infants, the ways of thinking of care management and of nursing infants.
(Uyo Gakuen Colege) 
The Research on the Consciousness of Students in Curiculum Educating Care Workers
 about the Practical Care Training　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－ Focusing on the Characteristics of Students with the Qualification of Child-Caretaker －
